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東京都ではく伊豆諸島の磯根資源の維持増殖をIjEかろ定めに６種々の対策を講じてきてい

易が；現在計画中の各種磯根資源の種苗生産ならびに、放流事業の遂行と相まって、さらに

磯根の高度利用をはかり、種苗生産から商品化まで一貫性ある生産体型を確立するための基

礎調査をおと左い、漁場の生産管理方策を樹立するためにこの調査は計画された｡

本調査ではい伊豆諸島で近年とくに重要度の増したフクトコプシを重点的にとりあげた。

伊豆諸島のフクトコプシは、テングサ、イセエピとともに重要左磯根資源で、北の大島海区

から南の八丈海区に至るまで、各島に互り広<分布し、海士の裸潜りと潜水船によって漁獲

され、その産額は年によってかなりの変動があるが、年平均約４５トンと推定される。

調査は１９６６（昭和４１年）を初年度として５ヶ年にわたり実施した。第１年度は総合的

左環境条件およびフクトコプシの生態の一部を重点的に、第２、第５年度には前年の調査結

果から、プクトコプンの生息量は住み場と食性要因に大きく支配されるものと考えて、これ

らを究明し、さらに第５年l箕には種苗生産によって得た稚貝の放流を行ない移動、逸散、成

長左どの調査を実施した。

これまでの調査では不充分であるが、５ケ年間の調査をまとめて報告する。したがって、

目的達成のため今後も調査を継続したい。

白

１１調査区域の選定および試験区の設定

３ヶ年を通じ後述の一部の調査を除き、東京都下大鳥大島町差木地、通称、「送信所下」

（図１）を調査区域として実施した．これは、当地先が大島のうちでもフクトコプシが比較

的多く生息し、漁業権者である差木地漁業協同組合の漁場管理も充分行左われ、トコプシ漁

業の口開けは毎年５月から７月の間に１～２日間で、水揚量の確認も容易である等の理由に

よるものである｡

調査区域内の中央よりやや東寄りに１辺２０ｍの正方形の試験区を設け、この場所で５年

間分布Ｉ逸散、添加および種苗生産稚貝の放流効果等を調査した。

食性のうち摂餌Ｉ(ご関する行動は、調査区より約5.5Ｋｍ離れた波浮港口の調査と併せて室

内実験も行だったＰ使用材料はとくにことわりのない|痕り、上記の調査地において調査員等

か潜水によって得たものである、

なお曇、フクトコプンの譜調査の方法については、関係各項にお､(ハて詳述-することにする。
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Ⅲ調査区域（試験区周辺）の環境

１．方法と目的

調査区域（図１）の全般にわたって環境を把握するため、海底地形の潜水観察、測深、

潮流、動植物相、水温、照度等を調査した。潮流は電気流速計およびウラニン拡静怯で、

照度は水中電気照度計を用いて測定した。

動植物相の調査は定線位置（１９６６年７月、′６７年６月：図１－Ｂ）において、ラインを

中心に２ｍ巾の底生動物を採捕した。植物は定線位置のａ～ｈの８地点で１辺１ｍの枠取

法を行なった。

水温および比重は大島分場定置観測点（調査区域の南東約5.2Ｋｍのトーシキ海岸）で

毎日行左われる表層の観測値を用いた。

●

２．結果

（１）海底地形と潮流

これに関する資料は、１９６７年報告書に詳述しているとおり、溶岩流の急崖に囲まれ

ている小湾で、湾口は南西に向い扇状に大きく開いている。西のアカグインの鼻と、東

のポーズイケの鼻とを結ぶ直線内（図１－Ｂ）の海底面積は約4,500,2である。

湾の北側に入りくんだ各、小湾入部は、やや緩傾斜で海底に達する部分もあるが、沿

岸部のほとんどは急激に水深４～５ｍまで藩込んでいる。岸の急崖部から湾口の水深１２

～１５ｍに至る間は、陸岸からの根の張り出しに続いて、根石、転石がほぼ一面に存在

し、その沖側は砂礫地に左っている。

試験区付近の海底は、１９５７年から'６２年までの間に約１，５００，５の築礎事業が地先

漁業協同組合によって実施されているのでＱ角石が多く、その西側は砂地に玉石が埋っ

ているようなところである。

この区域は、黒潮の影響下にあって湾外は、東流と西流する潮の流れがあり湾内では、

通常、湾の南側から北北東に向けて湾に流入してきた底層流が、岸に近づくにしたがっ

て、北から西に方向途かえつつ湧昇流と稜って表層を、西からさらに南偏しつつ湾の外

へ流去する潮流と考えられる。

（２）生物環境

１９６７'６８年の報告書のとおり、その概要は植物相では紅藻類が多く、褐藻類は少

い゜有用海藻はオニクサ、ドラクサ、オオプサであって、その漁場価値は低い。

動物相については、小型の巻貝が多く、クロ、メガイ、サザエ症どの有用貝類は僅か

杉

「

－５－



しか生息してい左い゜フクトコプンは東水試出版物（通刊１６ス１７０，１７９）でも明ら

かにしたような、投石によって近年いちぢるし<増加し、一例を示すと０５トン（海士

５０人：２日間）の水場がある。

魚類では‘暖流系の磯魚類が多く、まれに小型の泪勝性魚類が見られる。

フクトコプンの有害動物としてば、マダコ、ヤツデヒトデ、ポウシユウポスヒメイ

トマキポラ、カワハギ、キタマクラ、をどの加害動物と、競合動物としてはアカウニな

どが多い。

イ底生動物群集

定線１，２における水深ごとの主要底生動物の個体数の変化を図２に示した。優占

する種類は定線１でフクトコプシ、クポガイ、パテイラ、アカウニ、定線２ではフク

トコプン、クポガイ、コンタカサザエである。

フクトコプンは定線１では水深６ｍ以深に急激に増加し、定線２では水深８．５ｍ付

近および１２ｍ以深で減少する以外は全域に広く分布している。

この定線調査から象ても、設定した試験区がフクトコプシの好生息場所であること

が判る。

茂方、調査区域のフクトコプンには、キクスズメが１個体当り平均２７個（範囲、４

～４４個）寄生していた。

ロ植物相

植物の着生量と水深との関係を図３に示した。

植物の分布相は、定線１の採取地点ｃ、．（水深４－７ｍ）が、出現種類および量

とも多く、またｆまでの地点（水深９ｍ）にわたり出現量のもっとも多い種類は紅藻

類のオオプサであるが、ｆ以深になるとその量は急激に減少し変って褐藻類のシマ

オオギ、紅藻類のガラガラの類が増えてくる。

ハリガネはａ～．（水深７ｍ）まででそれ以深には出現していたい。

総体的に、地点ｂからｈにかけてはテングサ類やその他の海藻などｈ種類が比較的

豊富で、とくに地点ｅからｈでは主として、小型海藻類の着生が多い、このことは前

項でのぺたフクトコプシか多く分布している地点と一致している。
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(３１水温と比重の年変化

定置観測の結果より平年の旬別水温、比重を図４に示した。平年水温は旬平均の最低

が５月上旬の１５４℃、最高は８月下旬の２５．５℃であり比重は水温と逆に冬高夏低で最

低は８月上旬の１．０２４６、最高は２月中旬の１．０２５５９である。

最多風向は秋冬共にＮＥ、春夏はＳＷ、ＳＳＷである。また、風速の月変化は１～５

月が8.6ｍ／sｅｃと強く、４月から弱まり、５～９月は７７～z5m／sｅｃと年間を通じ

て最も静穏で１０月より著しく強風となり、１１月～１２月はやや弱まる、これは波浪

の月変化と一致する。しかし、浅海底に最も影響を与えると思われる台風接近によるウネ

リの発生l±５～９月に最も多い。ウネ1)による影響例l士、′67年報告（ｐ・２４)に記した。
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Ⅳ分布および、移動、逸散、添加

１．試験区の環境

試験区（図１のＣ）は、番号をつけた盤石を１０ｍごとに設置し、これを基点として

２０×２０ｍ、面積４００，２を設定した。さらにこの中を５ｍ間隔に区切り０１区画の面

積を２５，２とし、１６区画に分割した。試験区の水深は8.5～２５ｍである。

海底地形については図５に示すとおりで、この海区は投石地であるため、比較的、石・

場が多くとくに転石は東側に、根石は西側に多く分布している。石の高さも‘西側は、

５０c加前後と低いが、区画１６の根石は大きく、かつ、その高さも1.5～２ｍに達する。

この海区の生物環境は、調査区域で述べたフクトコプンの生息量が多く、オオプサが

減少しシマオオギが増えてくる地域に相当する。

２．調査方法

フクトコプンのすゑ場要因のうち、

海底地形と分布、移動との関係を調べ

るために１９６７年８月、天然の成貝

１，０９０個体､′６８年６月に人工稚貝

５０２個体を試験区（４００，２）に放

流し、同年（'６８年）８月、試験区内

と、その外周５ｍ巾（図１－Ｃ）にお

けるフクトコプシの分布状態を潜水調

査し、あらかじめ作成した精密な海底

地図上に、天然貝、人工稚貝および、

●

'」

地図上に、天然貝、人工稚貝および、図5．区画別根石及び転石数（１９６６年調査）

標識成貝の分布位置を記録した。

底生生物はこのとき全量採集し、再捕した人工稚貝のみふたたび放流した。

5．結果

（１）海底地形と、フクトコプンの分布

’９６８年８月に調査した試験区の海底地形と、フクトコプシの分布状況を図６に示した。

この結果、海底地形は、小型転石（２０c減２以下）か波浪によって、移動した形跡が認

められる他、従来までの地形と比較して、大きな差異はなくまた、海藻被度についても

とくに変化はなかった

フクトコプンの生息状態をこの分布図から見た場合、同大形の小型石でも、点在してい
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るような地形と、密集するよう左地形とでは分布上にあきらかに差異が認められるが、

石が密集する所や密集し易い地形の海底には集中分布（区画、１１）している傾向が参

る。

ここで調査時ごとの区画別、生息数を見ると表１のとおりで、区画３，９ｋ１５ぃに

はフクトコプシの生息が多い。

表1．試験区画別、フクトコプンの生息密度

(個体数／２５，２）
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生息数の多い区画５について′６７年６月Ｕ海底地形を立体的に観察した結果の詳細

は’６８年報告書（東水試通刊、第１９０号）に示してあるとおりで、互いちがいに重

なり合った５０～８０師３位の岩石で、砂礫海底との間に、１０ｃｍ位の空間を形成する個

所に多いことがわかった。

そこで、す孟場の地形を平面的に究明するため、海底石の表面積と、フクトコプン生

息数との関係をゑると‘表２に示すとおりとなる。

面積と生息密度との関係（′６８年８月）表２ 毎底石の表

－戸一
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４６１１９１，６ ６６ｌｂ８１６６１６０１２５６１２６２１４８１４６

国１）表面積は埋没部分を除いたもの

２）海底石は２０ｃｍ２以上のもので、根石も含まれる。

この表から判るように、各区画と６２５，２の区画面積のうち、５５％～７４％の範囲が

少くとも２０｡〃２以上の海底石によって占有されていて、残りの部分は砂礫地から移動

し易い２０c〃2以下の小石で占められている。

このf也区にある￣区画当りの海底石の数は５１～９１個の範囲であって＄海底石数の

少左い割合に、海底石１個当りの平均表面積の大きい区画（１，４，８，１１，１２，

１５，１６）は、大型の海底石、す左わち根石が多い海底であるといえる。逆に、海底石

数が多く、かつ、１個当りの表面積の小さい区画は（２，５，５，６，７，９，１０，

１５，１４）、いわゆる小型の海底石が多い海底で、したかって、前述のフクトコプンの

分布の多い区画に該当する結果と丘るっ

図６の海底地形図をもとにして、海底石の表面積とhフクトコプン出現数との関連を

表わすと、図７に示すとおりと伝ろ□ず念わち、フクトコプシば０．０５，２～１．０，２以上

の大型の石まで出現するが、最も多く出現す亀石の大きさほ、０Ｏ６ｍ２大の石から０５０

■

戸

－１１



ｍ２大の石まであり、この中でもとくに、０．１０ｍｚ大の石にもっとも多く出現している。

このことは、０，０ｍ２大の海底石がフクトコプシのナスL場となる空間や、間隙をつくり

易いこと、転石などによって餌料となる小型海藻類が着生し易いこと､また、時化左ど

により石が動いても、つぎのすゑ場としての間隙を形成し易いこと左どによ:るものと考

えられる。

(ｲ圏）

ｓｏ ~Ｐ

｢■
(固６０

t本、

数
４０

勺

２０

020０４０

石表面ﾗｆ賞
０００ ０６０ ０８０

（ｗ１ｊｈ）

図Z海底石の表面積別フクトコプシ出現数

(2)底生動物の分布

′６７年８月、試験区内におけるフクトコプツ以外の底生動物をすべて採集し、皆無の

状態にした。その後１年を経過した′６８年８月の底生動物分布を示すと図８のとおり

と丘る。

区画別（２５，２）に出現する動物種類を見ると、少い区画（１２）で４種、多い区画

（１５）で１８種の範囲で出現し、従来までの調査結果と大差は左い゜これは前年８月の

全量採集時に調査したときの種類出現傾向（７～１５種′６８年報告書）とほぼ同じで、

大部分の動物が外周より、移入したものと考えられる。

試験区の主要動物のうち、出現個数の多いのは、フクトコプンの他に、コンタカサザ

エ（４２２個）、ウラウズガイ（５０６個）、ウズイチモンヂ（２２５個）バテイラ(１４５

個）、アカウニ(１５５個）の順でほぼ全区画に分布していることが判る。このうちパテ

イラとアカウニとはほぼ同一の出現数である。ここで、従来までの出現傾向と差異が認

められるのはウヅイチモンヂが多く出現したことで、区画４を除いて、全区画に分布し、
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この中でも、特に区画１１，１５，１４，１５に多く分布しているのが目立つ。

フクトコプンの分布と関係があると考えられる動物の種類は、コシタカサザエ‘ウズ

イチモンヂ、パテイラ、アカウニで、この中でもコンタカサザエは、フクトコプシの分

布と非常によく似た傾向を示している。これを区画別に見た場合、小型石の多い区画に

その出現傾向が当てはまり、このことは、フクトコプンの多い海底地型と一致する結果

となる。したがって、コンタカサザエとフクトコプンとは同じ地形、す左わち、同様な

す急場に分布しているものと考えられる。

ウラウズガイについてはフクトコプシの出現傾向と類似しているものの区画別に海底

地形と比較してゑた場合には、大型石の多いところに分布する主うで必ずしもフクトコ

プシとの関連は見出せ左い。

左方、４００，２の試験区中魚類をのぞいて、出現した動物種類は、総計５６種で（図

８）以外の種類（２５種）は１種について１～９個であった。

■

図８．試験区、区画別主要動物群集の密度変化(個体数/２５，２）'68年8月

(3)移動、逸散添加

イフクトコプンの採（再）補数

１９６６年から'６８年までの５ケ年間に、試験区内へ標識個体２，４６９個､廷５回放

流し、そのうち２６０個体を再捕した。再捕率は１１％である。個々の再捕率は標識

－１５－
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、種類と、再捕期間によって異り，０５～２８％であった。銀線を使った個体１ヶ年

後の再捕率は０８％で、人工稚貝では５ケ月後の再捕率２Ｍ％であった．

'６８年８月、底生動物を皆無とした試験区内に、１，０９０個の銀線および欠穀標識個

体を放流し、′６８年５月と８月に再楠した結果を、表５に示した。

表5．試験区内、区画別フクトコプシ採（再）補数

（個体数|/２５，２）

｛ｑｂ

項目～－－～区画番号■－－c－－
１１２１５ ６１７１８１９１１０ 計

１７５

５

l」

計
差==ﾄヨ－勺'－－－－－の－－－

￣1－

１－Ｌ■Ｂ■■Ｐ■■■■■■■■．□■Ⅱ００ＪⅡ０００■■ＰＯＩ凸■Ｌ■■■Ｕ００８０９ＩＩ９●‐‐‐‐‐‐一‐，ＩｖＩ１０１１０６ＩＬⅡ－－０ⅡⅡｄ７０ｌⅡ’１０６９０凸Ⅱ１１１７’０Ⅱ７↓、ＢＩＯ■■■～ｌ■■ｌＴｂｐ０Ｉ■。△■■ＩⅡ■・■□●１口Ｉ

》辨帝研一》》冊辨
総
標
無
数
一
総
標
人
無
数

６１６８ユ０１つ｡

５
月 『
－
Ｊ

１７０４１６名

－－－|￣

２５１７

－
５
０
２

６
１
４
１

６
６

８１６８１６６ ６６６４８１４６つｉｎ／１．

｣曇 ０

１

ＵＩＵ ６］lＯＩO１ＺｌＵ 」

人
無
数

月

ｙｌ１８１１６ １１０

Ｆ
‐
】

２４１６ ５ ４１９１．４Ｉｍａ 8 ５５０LＬＣ

５月（放流後９ケ月経過）、試験区中央４つの区画（６，７，１０，１１）から、総

計１７５個体（このうち標識個体５個）が採捕された。これらは穀長を測定後再び、も

との区画に放流いあわせて人工稚貝（穀長範囲6.7～2Ｗｍｍ、平均穀長２０８ｍｍ）

５０２個体を試験区の中心点に放流した。その後８月、（標識個体については放流後１

年経過）には、試験区全体で、総体６６６個体（うち、標識６，人工稚貝１１０）か採

捕された。

区画別による採捕個体数では、全域を通じて従来までの採捕傾向と同じであったう

え‘とくに今回も区画２＄３，５，１５がもっと多い結果と左り、区画５をのぞいて

は、’６７、'６８年報告書の結果と同様であった。

これらの個体は、放流後１ケ年(人工稚貝では５ケ月）も経過しているため、当然、試

験区の外にも移動をしていると考えられるので、試験区の外周２０区画（図１－Ｃ）を調

査した結果、表４忙示ナとおりと承り、標識２個体く人工稚貝６個体がおのおの再捕さ

れた□

Ｐ

－１４－



表４試験区外周、区画別フクトコプン採（再）捕数
（個体数／２５，２）

果楴
４８６

画１本悪

領､；１回脚

幻

畦７層塁冒徽ウイ間
４／８

広採捕轍

ロ標識個体の移動

試験区内におけるフクトコプシの移動は、図９，１０，１１に示したとおりで、最大移

動距離を直線で推定すると、成貝が２～５ケ月で約１０ｍ、８ケ月で約２０ｍ、１ヶ年で

約１５ｍであり、稚貝では２ケ月で約２０ｍである。したがって、成貝、稚貝ともに、

その移動距離は、ほぼ同一傾向があると考えられる。

７

⑪

－１５－
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図， 試験区内フクトコプシの移動

Ａは１９６６年５月放流７月時、Ｂは１９６６年７月放流し１０月の結果
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図１０試験区内における、フクトコプシの移動、

ニニーー｝放流（'６６年１０月）してから再捕

ＡはＢの１区画を４等分した略図。
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．：４１．１０月の放流位置一’／一

○：放流地点から移動した個体で、数字は個数を示す。
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△(銀線)､■(鉛線入●(銅線)のまま６月に、△(銀線）８月に再捕した個体

－１７－

ｉ
…
②
…

▲▲

■区
１

２ ▲△

===＝=～●

▲

①
／ゾ

ヱー￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣.~.。

、

ろ．

含djil--
-露①ノ

／
〃

β▲

､L①

４．

①

①

５ !△，
①と′

卜…①……

〃 △園

①

’

８ △

．……………･●･…･－…･……

９

①
`／「

…白….０６
△▲△△

①①
Ⅱ

（ ↑

△

戸①
､.‐.．………．．

－－①

／の

1２．

▲④

|ろ

①

、

、

（

（
…・・・・・・・・・・（

▲▲＆▲
▲▲▲

①
』〆 。

：
…
▲
；

､公①

卜…………．.…

１６．
△



一の●●■句■ＣＣＣの●●ｂ●

’－，．（●］）

｜の白伊●■■ｃ□●■●●ひ●

一
●

一二匁卯一一・

一●巴■。●●●●Ｐ⑤●●。●一

一一“（、．）

一（亜”〃少』

一口『■■口、

一
周
画

一
外
区

一〔串叩Ⅱ唖）

一（〉〃〃』

⑪

1１
ＦＩ
Ｌ」 ８

こつ
ﾖゥ

９１１０

小

仏

'１５

；川１１５１１２ｉｌｌｉ１０
．．－－←･－－．．－－－６－－－…０．－．－．．．－．．－．－-.---十・一一一一ヶ－－－－－－－．－－．－－０－－－－－－

標識個体の移動

○(士銀線標識、△は欠殼標識の個体で、′６７年８月に放流し、′６８年５月

の結果が－、二、８月の結果が１，２で再捕個体数を示す。

□

Ｉ
、

1０１

1１５；１４１１５１１２１１１１
L………＿……－－….……L---…_…………－－－－－_鰐…_…_…－－－…-----：

人工稚貝の移動

へ８月の結果、○の中の数字は再捕個体数

８年）実線の中は試験区域､点線の部州±外周区域（5ｍわ）、

′68年６月に放流し、８月

放流個体の移動（１９６８年）
・は放流地点を示す。

図１１．

－１８－



ハフクトコプンの逸散と添加

１９６６年５月調査開始時から′６８年８月まで、試験区内で採捕されたフクトコプ

ンの個体数とその増減を示すと表５のとおりとなる。

調査５ヶ年を通じ試験区内で採捕された調査時ごとの個体数は、２６６～７４７個体の

範囲で、初年度に試験区を設置（'６６年５月）したときの採捕数（５５０個）とほぼ一

致している｡

個体数の増減を見た場合、皆無の状態から２ヶ月間で､２６６個体採捕増（'６７年８月）

となったときと、又同じ２ヶ月間であっても、１０５個体採捕減（'６６年７月）にだ

ったものとがあり、この前者が「添加」であり、後者が「逸散」であるとする左らぱ

試験区とその付近の海域との間では２ヶ月間に、１００～２００個体のものが、逸散

添加しているのではないかと予想される。

′６７年６月には、７４７個体が採捕されたが、このうち約６０％（４２４個）のものは

新生群の天然稚貝（穀長４０ｍｍ以下）であり、残り４０％（５２５個）が成貝であっ

たこの成貝のうち、放流時（２７６個）から五ると、わずか４７個体だけ添加したに

すぎないことに左る゜

また、６８年８月には（１２ヶ月間）５４０個体のものが試験区より外周へ逸散した

ことに丘るが、これは作為的に過密と思われる個数（1,090個）を放流したため、試

験区外へ移動が行なわれた結果によるものと考えられる。

以上の結果とその他α条件を加味して考えた場合、送信所下の様な環境条件にある海

底では４００，２当りのフクトコプン収容量は、４００～５００個体の範囲と考えられ、

この収容量を境として逸散、添加が行なわれるものと思われる。

られる゜

送信所下の様な環境条件にある海

００～５００個体の範囲と考えられ、

のと思われる。

プン採捕個体の増減

;玉ぞU5T凧ら試|~瘡一考■
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Ｖ
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４考察

フクトコプシのすゑ場要因のうち、５ケ年間の調査によって平面的左究明ばか展り進み、

フクトコプシは海底地形からみて、転石の表面積ＯｌＯｍ２大の石に多く生息していること

判った。しかし、すゑ場のもうひとつの要素である「空間」の立体的究明については、今

後、さらに調査を行なう必要がある。

移動＄逸散を調べるために行なったし鉛線、銅線、銀線５種類の標識方流の結果では、

確実な標識方法が見つからだかつたため‘フクトコプシの移動‘逸散についての結論は見

い出せ淀かつだ｡しかし、人工稚貝では、餌料による殻の着色方法がｈもっともよい方法

であることが判った。

’６８年５月に放流した人工稚貝か、放流後５ケ月目で、その一部ではあるがすでに試験

区の外周まで‘直線移動距離で推定し、約２０ｍ移動していることから考えると、フクト

コプンの移動には、広範囲に移動する個体、移動の少い個体、および定着して動かない個

体とがあるのでは左いかと考えられる。したがって、すみ場の環境条件により、そこの収

容量に満た左い場合には定着したり、あるいは周囲から移入が行なわれ、収容量の条件を

越えた場合には、別のす盈場に対して逸散が行なわれるものと推察される。

この点を解明するには、早急に、試験区を含めた調査区域全体のフクトコプンを全量採

集して乱ることが必要で、それによって移動、逸散添加の問題をあきらかにすることが

,茜

できるのではないかと考える。

Ｖ成長

１．人工稚貝の成長

（１）材料と方法

１９６７年８月１６日に伊豆大島産フクトコプシを用い、温度刺激により、産卵きせふ

化した幼生を飼育して稚貝を得た。この稚貝を人工稚貝と仮称する。

ふ化後２８９日間経過した'６８年５月５０日にこのうちの５０２個体について、試験区中

央部に一括放流した。これらの稚貝はアサオ等を餌料として投与したところ殻の色が緑

色症ため、特に標識を付けなかった。この稚貝は同年８月７日に再捕し、測定後再放流

を行なった。

（２）結果

人工稚貝の１年間の成長を図１２に示した。８８年１２月までに延１２回の殼長測定を

こ

－２０－
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図１２人工稚貝１ヶ年の成長
４０

行左い、その組成を図１５．に示した。ふ化後１

ケ月目（９月１６日）には、平均殻長２０４ｍｍ

に成長し、５ケ月後には８．５８ｍｍになり、成長

の良いものでは１０．０ｍｍをこえる。５ケ月後

（'６８年１月１６日）には平均殻長１４７ｍｍで

4０
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図１５．人工稚貝の殼長組成

ほぼ１５ｍｍに達し、９ケ月後（５月１７日） （Ｌ２ＱＬ§ＬＱＥ～'６８１２２４）
（ふ化）

にはⅢ平均殻長２１２ｍｍで２０ｍｍ以上に成

長する。

生後満１ケ年（８月１７日）には平均殻長２４５ｍｍに達し、最も成長の遅いもので

１ＺＯｍｌｍ、最大殼長では５２４ｍｍに成長した。したかって、これか人工稚貝の第１令

の大きさである。以後１６ケ月後（同年１２月２４日）にほ平均殻長５０１ｍｍlに達し、

その範囲は２０２～５６８ｍｍに成長した。引続き現在飼育中である。

一方、ふ化後９ケ月（'６８年５月５０口）経過した放流時の稚貝と２ケ月後に再捕さ

－．．２１－



れた稚貝の殼長組成を図１４に示した。

これによると‘放流稚貝の平均殼長は２０８ｍｍ（範囲６７～２９７ｍｍ）に対して、お

よそ２ケ月後（８月７日）に再捕された稚貝（１１５個体：再捕率は２５％）は平均殻長

２８０ｍｍ（範囲１９９～５５５ｍｍ）に達し、約７０日間で平均Ｚ２ｍｍ成長した。この

間の成長状況を図１５に示したとおり、ほぼ直線状の成長を示している。

また、水槽飼育稚貝に比べて放流稚貝は平均殻長５６ｍｍ大きく、成長が良いといえ

る。
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放流時の殻長clwI，z）

図１５．放流稚貝の成長図１４．放流稚貝の殼長組成

（１９６８年5／５０～8／7）

２天然貝の成長

（１）材料と方法

１９６６年５月～'６８年８月の間に延１２回にわたって、試験区から採集したフクト

コプンを用い、（但し、′６６年９月及び１２月分については試験区外周の材料で補った）

殼長５ｍｍごとに殻長組成を作り、モードの移行から成長及び年令（第１令）、極限殼

長を推定した。

なお、′６７年６月に試験区外で採捕したフクトコプシの殼長と体重との関係（Ｗ＝ａＬｂ）

－２２－



を求めた。材料は１０％ホルマリン溶液で固定後、殻長のキクスズメを剥離し、併せて

比較のため大島元町、岡田‘三宅島’八丈島産についても求めた。

(2)結果

１９６６年５月～'６８年８月の月別殼長組成を図１６に示した。
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魁長（玩乃'2）

図１６．天然貝の殼長組成（１９６６年５月～′６８年８月）▲

これ(!則る｣とい夏期似貯８月')~に発生した遷考えら遡凄｢稚貝は|司年H姻月欄ば殼長１５

ｍｍ以下の群と在って、出現する。この小型群は１２月になると殼長２０ｍｍ近くまで

成長し、翌年６月頃には平均殻長２５～５０ｍｍに近づき、発生後１年目の８月には殻

長４０ｍｍに達する群と7丘叺１年７～８ケ月経過した翌々年２月には殻長４５ｍｍ以

上の組成で占められる．したがって、天然の第１今は、前記の人工稚貝を放流して再

－２５－



捕したときの平均殻長（２８．０ｍｍ）に比較して推定すると、'６８年８月７日の小型群(殻

長４０ｍｍ以下）の平均殼長は、28.5ｍｍ（範囲１５．８～５２６ｍｍ）なので、８月の時点

において放流稚貝と天然における小型群の組成の傾向は非常に良く類似し‘かつ＄放流

稚貝の第１今の大きさとも、ほとんど一致するため、これが天然産フクトコプンの第１

今と考えられる。

なお、試験区における天然貝の最大型は殼長７０５ｍｍ（'６６年５月、１ケ採集）で、

５ケ年間の殼長組成の推移からゑても、この地先の極限殼長は７０ｍｍ前後と推定される。

また‘′６７年６月のフクトコプンの殼長と体重との関係及び他地先の資料を表６忙示

や

、

した。

表6．フクトコプンの殼長と体重との関係

(Ｗ＝ａＬｂ）

顛閉｜採集年月巳

剣メー抓周’０．００００ ヲ６７Ｌ６．ろＬ

HＴ１０．００００２８ ６．５Ｕ

藷’岡田ＩＯＤＯＣ ｢ルー８Ｕ

９６丑’０．００〔

「
。

わう郷ｌＯＤＯＯＣ
「

L｣ソ０

ａ標識放流による成長

５ケ年間に実施した放流個体および標識方法と標識は表Ｚに示す通り第１回から第４回

までは放流個体の呼水孔を通した。

表Z 標識個体とその方法

1１鄭 攻而｛固体数|再捕ｲ剛本薮

３１Ｚ１９Ｔフ 曰赫９６６

洞i葡副存１館２８ソ６６ｒ～１０

銀砺９６６１１～６人６

ゴイト･板を銀満]ｂ１月６ｿ６ス８～`６８．８ ］９０

ろ.Ｊ１票調ソ’６８９６８－５－～Ｐ `_」
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延５回の放流のうち、２回及び５回放流から再捕までの成長量を図１Ｚ図１８に示した。
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枚ﾗ施奇の殻長〔wLTvL)Qq66/6~($’6］
2０３０４０５０６０７０

放流時震長２Ｗ、L)〔'96“ノヘ‘67/b〕

放流時の殼長(ｍ､)「１９６６／7～'67／１０〕放流時８６（１９６６／11～'67／6〕

図１Ｚ標識放流によるフクトコプシの成長図１８．標識放流によるフクトコプンの成長

図１Zでは、この間に成長を示したのが２４個体、示さ症いものは５５個体であり、殻長４０

ｍｍをこえる個体では５８個体中６個体だけが成長している。

成長量を五ると殼長の小さな個体ほど伸びは大きくｈ殼長が増大すると共に減少している。

図１８．によると、殻長５５～４０ｍｍを境として成長量の見かけの分散は２つのクループ･に

大きく分けられる。この最初のグループが初年群の成長であり、第２のグループ･をなす主

体か２年群ではないかと考えられる。殻長４５ｍｍ以上でいわゆる成長が見られないか、あ

るいは成長量の少い、これらのグループは５年群以上の高年令群ではないかと推定される.

以上の標識放流の結果から１９６７年８月には大、小さまざま左個体１，０９０個について

標識放流を行ない、１年後の′６８年８月に調査した結果、セルロイト･板のついた完全な

る標識個体は全く皆無であった。僅かに銀線のjzAか残って、明らかに放流したフクトコプ

ンとわかるものは５個体の翠であった．したがって、個体識別か不可能で、１年間の成長

量を知ることができなかった。

4．考察

フクトコプンの人工採苗飼育稚貝は生後５０日で平均殻長２．０ｍｍに成長し、１５０日で
－２５－
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ほぼ１５ｍｍ、240日前後には２０ｍｍに達する。その後成長をつづけ、５６５日前後には平

均殻長２４～25ｍｍに達し、これが飼育稚貝の第１今である。飼育を継続し、２７０日前後

（平均殻長２０ｍｍ前後）で、これらの稚貝を放流すると､およそ９０日後（通算１２カ月）

には平均殻長28.0ｍｍに達し、水槽内飼育を継続する稚貝（平均殻長２４～25ｍｍ）よりも

はるかに成長量は増加する。

一方、天然産フクトコプシの同時期（８月）における殻長４０ｍｍ以下の小型群をみる

と明らかに前年夏期に発生した群と推定され、これらの平均殼長は２８５ｍｍで飼育稚貝

を放流した個体の大きさにほぼ一致する。したがって、天然におけるフクトコプンの稚貝

の第１今の大きさは平均殻長２８～９ｍｍと推定される。逆に、やや成長が遅い飼育稚貝

でも殻長２０ｍｍ前後で海に放流すれば天然産フクトコプンの成長と併行する。

図１２の飼育１２０日目頃は、丁度１２月に該当し、水温の低下と供与餌料の不足から、

稚貝の成長は緩慢となる。

従って、成長の点からのゑ考えると、放流殻長としてば‘殻長１５ｍｍ前後でも図１５

に示すとおり直線的成長をしているので‘この大きさが望ましい。

しかし‘今回の再捕結果は、６８日間と短期間にもかかわらず２５．４％と低い、これは

放流個体の殼長が２１ｍｍ前後と小さいためであるのか、その原因は不明である。

成長も良く、又再捕率をも高くするための適正放流殼長はどのくらいであるかを‘今後

の調査で把握する必要があろう。

左お天然におけるフクトコプンの第２今、３今についての殼長は５月から８月にかげて、

殻長４０ｍｍ以下の小型群に完全なる標識を付け追せき調査をし、結論を得たい。かつ､′６８

年５月５０日放流し、同年８月７日に再捕、測定後直ちに１１５個体放流分については放流

稚貝であることがわかるまで追跡調査をつづけたい。

｡

、

Ⅵ肥満度お主び生殖腺熱度

１．材料と方法

肥満度については１９６６年５月から′６７年４月に至る間、試験区周辺で採捕した個体

を１０％ホルマリン固定後、総重量及び軟体部重量と個別に秤量し、軟体部重量／総重量

を求めて肥満度とした。

生殖腺熱度については肥満度調査に用いた材料を肉眼的に雌雄を判別すると共に、生殖

腺熱度係数を猪野、原田（１９６１）の方法により求めた（図１９）。

－２６－
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図１９測定部位

但し、個体が小さいため角状突起の先端から化況の位置とをD１ケ所を切断したこの値は、

産卵終了後には‘角;伏突起が肝臓の恋と左るのでｏとなり、また、成熟した場合には‘先

端部他生殖線だけと辰るから、この値は１００Ｋ近づくはずである。また、７月に採捕した

個体の中から、殻長４０ｍｍ以下の１０個体について肉眼的観察により、生物学的最小型の

推定をおこなった。

2．結果

（１）肥満度

肥満度は図２０に示す通り、８月に一時増加する以外は５月より漸次減少し、９月に最

低を示し、１１月にも低い値を示しているが、１２月には急激に回復し４月に最高の値を

示す。但し、後述のように９月は冑内容物量の少左ぃ月であるので、この胃内容物量の

多少により、大分影響を受ける事も考えられる。そこで次に内臓部を取り除いて、総体

重に対する筋肉割合を求めると図20に示す通りで肥満度の傾向とほぼ一致し、９月、

１１月に激減し、１１月の値が最低を示している。

０

勺
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⑭軟体部重量／総重量

○筋肉部重量／総重量

従ク

図２０．肥満度の変化

（２）生殖腺熱度

７月の調査によると‘殻長26.8ｍｍでも生殖腺の成熟している個体を恐(,Cs出すことが

できた。

そこで殻長４０ｍｍ以下の５２個体を使用して、肉眼的観察を行だった結果、殻長３１

ｍｍを越える個体では全個体（５２個体）とも雌雄の判別が可能であった。

したがって少ない材料と－回の調査で断定することは危険であるが、この試験区では、

殻長５１ｍｍ位が生物学的最小型と考えられる。

この51.1ｍｍ以上の個体について、季節別の肉眼的観察と生殖腺成熟度係数を表８に

示した。

肉眼的観察では９月５０日、９５２％が雌雄の判月何能で生殖腺成熟度係数は５ＺＯとす

でに産卵の終期に近づいていることが判る。

3．考察

生殖腺熱度係数を調べると、８月に６０．６と高く９，１１月と順次に減少し、１２月

にＯと怠っている。したがって、肉眼的雌雄判別と生殖腺熱度係数から推定すると、生殖

－２８－
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季節別ｂフクトコプン生殖腺熱度表８

１雌雄柵
－－－－－↓

1９６６５５１１

因
し
’
一
℃

曰

ス２６ ０％０

２５０

Ｃ
６
仁

ﾗ

バ

ｇ
ロ
ハ

１１．５

１２．８

′６７２．２７

４．２７

８．１２

ググロ，

ロウ

４
３
－
０+－－

Ｕ
７
９

Ｊ
６
６

Ｈ
》
１
３

Ｑ
ワ
ム
ｐ
し

６

０
０

円
〕
八
ｍ

Ｒ
Ｌ｣

４
０

Ｊ
【
ｕ

］

。

腺の判別できる期間は、４～１１月でその産卵盛期は７～９月の夏期であろうｃ

これを肥満度でふて承ると、図２０で８月に－時ふとるのは生殖腺の成熟のためと考え

られる。但し、食性の頃で述ぺるように１１月には摂餌力は回復しているので、産卵期に

食欲が減じ、やせるとすれば、１１月より前に産卵期は終了するのであろう。しかし、こ

の値は年により、又場所により異なるので、更に精密な調査を必要とする。

Ⅶ食性

１．材料と方法

食性については（Ⅵ）に用いた材料により調査した。個体別に胄部を切開し、内容物を

すべてプランクトン用沈澱管に移して真水を注入攪拝のうえ、２４時間放置後、沈澱粗容

量を測定し‘その値を胃内容物量とした。また個々の胃内容物は採捕時期別、地点別に一

括し、検鏡して餌料種類を調べた。

またフクトコプシの摂餌活動を明らかにするため、天然水域で８月1-2～１５日（表９）

にわたり、１９時、２２時、６時および１５時の計４回、１回２０個体あて採捕して前述と同

様の方法で処理し冑内容物量の変化を調べた。更に摂餌行動に関係あると考えられる隠れ

場（石）の出現状況をフクトコプシ稚貝について水槽内で連続観察した。

さらに摂餌の撰択性を考慮して次のような試験を行なった。第１回は１９６８年６月２５

日人工採苗後１０ケ月経過したフクトコプンを用いた。供試貝は１晩絶食させ‘１０個体

－２９－
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表２１９６８年８月１２～１５日の日歴、月令、潮汐

分
一

５
２
－
０
６
一

噸
０
－
５
１
｜

旧朋一Ⅱ皿一
献
就
旦

の
の
一
の
の
一

日
日
一
月
月
一

；感’十Ｎか’一
日
一
月
一

潮汐｜小潮 ▽

!

づつ、平均殻長２４．６６＋Ｍ２ｍｍ、２４．５０＋１．１０ｍｍ、２４．４６＋１．５５ｍｍの５群にわ

けポリエチレン製飼育篭（底面積１５５c耐２，水深５c〃）に収容し、流水下でテングサ、ア

ナアオサ、シマオオギ、アツパノリ、ヒトツマツを与えて放置した。〔水温２０．５～２１．５

℃、比重（ぴ１５）１０２０１６～１．０２４５１〕

第２回は同年７月１０日採苗後１１ケ月の稚貝を用い平均殻長２４．２＋０．８７ｍｍ、２４５

＋１．６１ｍｍ、２４．５＋２００ｍｍの５群に１０個体づつわけて、前述の方法で実施した。餌

料はテングサ、キントキ、トサカノリ、シワヤハズ‘コモングサで５晩および

６晩放置した。〔水温は２０．５～２１．５℃、比重ぴ１５，１厩０１９２５～１．０２４４４。〕

第５回は同年８月３０日に殼長55.6～６０７ｍｍの４個体を使用し‘ポリエチレン製飼

育篭（底面積６１０ｃｍ２、水深９CjIm）に収容した。鋤ゴヒラクサ、テングサ、シマオオギ、

タマイタダキ、スギノ1)を与え５晩放置した。この時の水温は22.2～２５５℃Ｖ比重（ぴ

１５）１．０１６９６～１．０２５９５であった。また､餌は採集直後のものを使用した。投与量は

1.2回が各種について２９ずつ、５回が１０９ずつ当え、摂餌量は投与量及び残存量と同

時に求めた対照海藻の自鯛曽減率から(1)式より算出した。

ケ

６

Y_÷(wo-w,+笹w-lI｣Ｊｏｆ
(1)

６

但しＹ：：摂餌量、ＷＯ：投餌量ｈＷ１：残餌量Ｃｆ：自然増減率

又、選択係数はＩＶＬＥＶの修正式により求めた。

E＝（γｉ－ｐｉ）／(γｉ＋ｐｉ）

但し、Ｅ選択係数、γｉ：摂餌した餌の割合、ｐｉ：環境中の各餌量の割合
●
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2．結果

（１）胃内容物

殼長，４４ｍｍ以上のフクトコプンの胃内容物は、すべて海藻によって占められており、

胃内における破片は、大きなもので，～1.5ｍｍ程度、消化が進んでいないものは生育時

の色をとどめている。この中で紅藻類のテングサ、オパクサ属が何れの時期もほとんど

主内容で、これに次いで褐藻類シマオオギ属の占める割合もかなり大きい。この結果は

表１０に示すとおりである。

海藻の枠取調査、及び寄り藻と胃内容物とを対比して詮ると、関連は薄い。
。

゛
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表１ｏ、フクトコプンの冑内容物

江

』

Ｄ１ｍ

(2)胃内容物量

海藻重量の季節変化は倉i述の通りであり、海藻重量とフクトコプンの胃内容物量との

間の関連は薄いようである。

図２１に示すとおり、殼長の大きさと冑内容物量とは、ほぼ正の相関関係にあるが、

９月の詮は殼長に関係左<少をい゜

(3)摂餌の撰択性

５回の実験結果は表１１のとおりである。今回は実験回数も少遍く不十分であるが、

第１回の実験ではアナアオサ‘シマオオギ、ヒトツマツ、テンクサ、アツパノリの順に
，￣

良くたぺ、第２回ではテングサカミ圧倒的に良かった。また､この実験を更に３晩延期し

た結果ではテングサ、キントキ、シワヤハズの順位であったがコモングサは摂餌し危か

った。第５回ではテングサとヒラクサを同時に与えるとヒラクサが集中的に摂餌された。

０

づ
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図２ｔ殻長別冑内容物量の季節変化
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表１１．摂餌量と撰択係数

第１回実験（１９６８．６２５～２８）
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(4)摂餌に関する行動

夜間に重点をおいて定時間別に採捕した天然産フクトコプンの冑内容物量の変化は図

２２に示すとおり、採捕時間による大き左差異は認められなかったＬまた今回の調査時

間中で、胃の内容物がカラに丘っている個体も認められだかつた。

冑内容物の消化状況を肉眼的に観察してゑた結果、日没後の１９時に５％、夜間の２２

時に１０％の摂餌直後と思われる海藻がみられ、朝６時に採捕した個体はほとんどのも

のが摂餌直後の状態であった。更に１５時には、摂餌直後と思われる個体はほとんどな

く完全に消化された:伏態であった。

フクトコプシ稚貝の行動について、５回に分けて観察した結果を図２５に示した。フ

クトコプン稚貝の行動は夜行性であり、また夜間における行動には２０時頃と５時頃と

２つの大きな動きを示し、この間、１時頃に不活発に左る時間があることが判った。す

なわち、稚貝と成貝とはほぼ同一の行動をとりｈこの行動が、摂餌を中心としているた

『

めと考えられる。

１００

白
5０

出
現
数

'3５００3１００ ６００20:００ ２３，０

時闇

図２５．ガラス水槽内におけるフクトコプシ稚貝の行動

－５５－



Ｃ

。

●Ｘｘ
●●

ＯＯＸ

５△oIlxxx
O●ＸＯＯ

.｡咳掩::。
△。●

ｏ△×

冑
内
容
物
量

△

△

ｏＯＸ６△。△

△u△△

。△Ｘｏ

△ｘ△。△

△Xoqlix

△△△

、

０

。

ｏｌｇ時

●２２‘

△６ヶ

×１３ヶ

△△

０ ○△

３０４Lｏ５０６０７０８０７７１ＷＬ

図２２採捕時間別による胃内容物量の変化

考察

冑内容物量は図２１に示すとおり、９月のみが最低の値を示している。

3．

胃内容物量は図２１に示すとおり、９月のみが最低の値を示している。しかし供試材料

採捕の時刻が５月、１４－１６時、７月１４－１５時、９月１１－１２時､１１月１０－１２蹄１２

月１４－１６時と統一できなかった。このことか胃内容物量にどのよう左影響を与えるかを

調べるために、夜間を主とした連続採集をおこ丘い、時間別の冑内容物量の変化を調べる

と図２２に示すとおり、その量には大きな差が認められ伝い。したがって胃内容物量は時

間に主る差はあまりなく、９月は摂餌量も少ない時期といえる。

この胃内容物量の最低を示す９月は肥満度調査でも最もやせている時期であり、産卵盛

期を経過する時期（図２０参照）に相当する。

胃内容物には、テングサ属やオパクサ属が主内容でｈシマオオギ類もかなり見られる。

これを試験区周辺の植物相と、重量比とに対比するとｈこれらの海藻の他にｈノコギリモ

ク、ハリガネ、有節サンゴ藻が多く着生しているにもかかわらず、胃内容物としてあまり

現らわれてこない。また、寄り藻との関連も、さらに薄い。
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。
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そこで左んらかの撰択性があると考え、撰択係数をＩＶＬＥＶの修正式で求めると表１１

Ｌに示すとおりで、アオサ、シマオオギのよう丘やわらかくて葉状を呈しているものに嗜好

性がjzLられ、第２回実験のようにアオサ、シマオオギのない場合はもっとも前述の条件と

合致しているテングサを良く摂餌していることが判る。

当地方のフクトコプン漁場にはアオサがないので、これを除いた選択係数の順位とフク

トコプンの胃内容物とは良く一致している。

次に摂餌時間であるがｈ前述のような消化状況調査のうち、海藻の型をとどめている割

合は、おのおの、１５時０％、１９時５％、２２時１０％であったが、６時にはほとんどの

個体の胃内容物が生育時に近い原形や有色をのこし、摂餌直後とみられる状態で観察され

た。

午前６時の胃内容物が摂餌直後の状態であったことから図２５の第２の山、つまり朝が

たにフクトコプシはおもに接餌するのではないかと考えられる。

又、水槽内の実験では２つの山ができるにもかかわらず夜間の天然観察では石の表面に

はいあがってくる個体を確認することができ左かつた。これは石の下に十分餌料かあった

ためか、あるいは別の原因によるものかは不明であり‘さらに調査が必要である。

Ｕ旬刊

Ⅲ要約

伊豆諸島機根資源のうち、重要なフクトコプシ漁場生産管理方策樹立のために、昭和４１

～４５年度にわたる５ケ年間、伊豆大鳥に試験区を設けて、初年度には主として環境条件を、
●●

２年度にはすみ場と食性要因を、５年度には種苗生産稚貝の放流に併せて、成長、移動、逸

散、添加の諸調査をそれぞれ実施して来た。

調査項目ごとの詳細は、各年度報告書に記載してあるので省略し、ここでは本年度の主要

結果に併せて総体的に述べると下記のとおりとなる。
●●

１．フクトコプシすみ場要因のうち、海底地形を平面的Iこ究明した結果、海底石の表面積が、

ｑ１０㎡（１辺が約５Ｍｌｚ）大の石にもっとも多く、また集中分布することが判り、これ
●●

らの石によって形成される間隙力sフクトコプシのすみ場である。

２．平面分布と食性から、きわめて類似し競合すると見られる底生動物は、コシタカサザエ

と、アカウニ、バテイラ、ウラウズガイであった。

５．異る延５回の標識放流の結果、再捕率は少かつた。これは、適切な標識方法がなかった

ためである。
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可
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４．試験区外周を含めた９０ＭP（５０×５０ｍ）内のフクトコプシの移動距離は、直線で

約２０ｍであり、１０ｍ前后がもっとも多い。

５．試験区のような環境条件にある海底では、４００ｍP当りフクトコプシ４００～５００個

体が収容量と考えられ、この収容量を境として１００～２００個体／２ケ月のものが、附

近の海底との間に逸散、添加しているものと,恩わｵしる。

６．フクトコブシ人工採苗稚貝を水槽内で飼育した結果、１年間（８月）には平均穀長24.3

ｍ！（範囲１スＯ～５２．４n1n）に成長し、これが第１令の大きさである。

Z殻長２０加痢后（変化后９ケ月）の人工稚貝を放流し２ケ月后（８月）に再浦した結果

・平均殻長２８．０１iwm（１２９～５５．５ﾉﾘ､ﾘZ）に成長した。したがって、天然の方が水槽内飼

育の稚貝より成長が良い｡

８．天然産フクトコプシ第１令の大きさは、平均殻長２８．５，Z（１５．８～５９L6mW1）と推定

される。殻長４０１mmを越えるものは２～５年以上の高年令群であり、その極限殻長は７０

ｍ'前后と思われる。

,肥満度は８月に一時増加する以州５月より減少し９，１１月に最低となり１２月には

回復し４月に最高となる。一方生殖腺熱度係数は８月に６０．６と高く９，１１月と順次減

少し１２月には。となる。

１０．胃内容物は、テングサ、オパクサが主で、ついでシマオオギの占める割合が多い。そ

こで主としてフクトコブシ漁場に生育する１１種類の海藻を使って、摂餌の選択係数とを、

エＶＬＢＶの修正式で求めたところ、胃内容物とよく一致した。

Ｘ参考文献

１．猪野俊・原田和民：東海区水研報告、５１号、

２．束水試出版物通刊ＮＯ、１６７、（１９６５

５．〃Ｎ０，１７８，（１９６７

４．〃 ＮＯ、１９０，（１９６８

５．大場俊雄他：日水誌、５４，４５７－４６１、

２７５－２８２、（１９６１）。

Ｊ
１
』

（１９６８）

－５８－


